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　芥附海部線(くぐつけかいふせん)は，海部郡海陽町芥附を起点とし，海陽町高園に至る延長約１２kmの一般県道で
ある。
　当該路線は、一般国道５５号の津波迂回ルートとなる重要な道路であるが、海陽町北河内から馬場までの約２．２ｋ
ｍが未整備区間となっていることから、早期にこの未整備区間を整備する必要がある。
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環境アドバイザーから希少種の保全措置について概ね妥当との判断を得ている。
今後は希少種移植後の定着についてモニタリングによって把握する。

希少種の保全措置計画の策定および移植を実施したことから、環境保全措置は達成された。
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　事業実施区間において希少種が確認されたことから、「生物多様性」について特に配慮して実施した。
　事業実施に伴い影響を受ける希少種（ツチグリカンアオイ（カンアオイ属の一種を含む）とタヌキマメ）について現地踏
査を行い、移植先の選定、移植の方法や時期等について保全措置計画を作成した。
　ツチグリカンアオイ（カンアオイ属の一種を含む）については、直接改変を受ける２個体（カンアオイ類の一種）につい
て保全措置として移植することとし、地権者の承諾を得て生息地近傍の民地に移植した。
　タヌキマメについては、工事用道路およびその周辺の盛土（仮置場）において多く確認されたことから、保全措置とし
て中山トンボ公園（海陽町）を移植先に選定し、播種による移植を実施した。中山トンボ公園には、播種2 回と10 個体
の移植を1 回実施した。播種先は、溜池際の堤防と公園の最上段南側の畔の2 箇所に行った。個体の移植は同じ2 箇
所に行い、移植個体は結実しているがまだ熟していないという個体であったが、2 週間後には結実は成熟していた。
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保全措置（移植）の実施（タヌキマメの例）

保全措置の実施（保全区域の明示）

希少種（タヌキマメ、ツチグリカンアオイ）
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